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のと里山空港開港２０周年記念式典・イベント開催実施業務委託仕様書 

 

１. 業務名                           0 

 のと里山空港開港２０周年記念式典・イベント開催実施業務委託 

 

２. ２０周年を迎える「のと里山空港」について          0 

のと里山空港は、高速交通ネットワークの空白地域にあり、過疎化が 

進みつつある能登地域にあって、地域浮揚の起爆剤として熱い期待を集 

め、平成１５年７月に開港した。開港にあたっては、複数便を確保して 

空港利用の利便性を高めるため、全国初の搭乗率保証制度を導入し、羽 

田便１日２往復体制を実現させた。その後、県・市町・地域の住民が一

体となって空港利用促進に取り組み、東日本大震災の影響により適用除

外となった開港８年目、新型コロナウイルス感染症の影響により適用除外

となった 17～19年目を除いて、目標搭乗率を達成してきた。のと里山空 

港は、能登を訪れる人々を増やし、地域の活性化を担ってきた。 

また、航空学園や企業の立地、ターミナルビルへの行政庁舎の合築、 

道の駅の指定、各種イベントの開催(賑わい創出事業)等、空港活用促進に

より、のと里山空港は、単に交通拠点のみならず、地域振興の拠点という

重要な役割を担ってきた。 

 

３. 業務内容                          0 

（１）式典 

① 開催日 

令和５年７月８日（土) １１：００～１２：３０ 

② 会場 

日本航空学園体育館 (輪島市三井町洲衛９部２７番地６) 

③ 基本的な実施事項 

ア オープニング(のと里山空港２０年間の記念映像上映) 

イ 主催者挨拶 

ウ 来賓挨拶 

エ 鏡開き  

オ 乾杯   

カ 歓談（ステージアトラクション等）※ 軽食あり 

④ 想定する参加者 

関係者３００～４００人程度 

(行政機関、商工会、地域の空港関係者等を想定) 
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〈企画提案項目〉 

 

 

項 目 記 載 内 容 

1 式典内容 記念式典の実施計画 

⚫ 一過性の企画ではなく、能登地域の振興、空港利用及び気運

醸成の契機となるよう、式典の内容や進行を工夫すること。 

⚫ ステージアトラクション等は、内容、出演者の候補及び実施

効果等を具体的に企画提案すること。 

⚫ この企画提案の対象は、下記を除いて、式典の計画、準備、

実施、運営管理及び報告書の作成に係る一切とし、司会者に

要する費用も含む。 

▶ 招待客の選定及び案内状の送付 

▶ 挨拶、鏡開き、乾杯を行う者の選定及びその依頼 

2 記念映像 

制作内容 

 

記念映像(のと里山空港２０年間の歩み)の制作内容 

⚫ のと里山空港の２０年間の成果を再確認できる内容とするこ

と。 

⚫ 県民の「マイ空港」意識を高揚させる内容とすること。 

⚫ 記念映像の制作に係るコンテンツは、原則として、委託者から

提供しない。 

⚫ 記念映像の制作によって生じる全ての著作権(著作権法(昭和４

５年法律第４８号)第２１条から第２８条に定める全ての権利

を含む。以下同じ。)は、委託者に属するものとする。 

⚫ 受託者は、著作者人格権を行使できないものとする。 

⚫ この企画提案の対象は、記念映像制作の計画、準備、制作、

運営管理及び報告書の作成に係る一切とする。 

3 会場設営 (1)会場の装飾・演出及びゾーニング計画 

(2)会場内・会場周辺の動線計画及びサイン計画 

(3)能登特産品を含めた軽食の内容 

⚫ 式典を盛り上げていくよう会場設営を工夫すること。 

⚫ 式典と歓談(軽食あり)は併せて実施すること(円卓に着席す

ることを想定)。 

⚫ 会場の使用条件等に合致した内容とすること。 

⚫ 使用後、会場及び会場周辺は原状回復すること(清掃・廃棄物

処理を含む。)。 

⚫ この企画提案の対象は、下記を除いて、会場設営の計画、準

備、実施、運営管理及び報告書の作成に係る一切とし、軽食

に係る食事等の費用も含む。 

▶ 会場の予約(確認事項に係る会場との調整除く。) 
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（２）イベント 

① 開催期間 

令和５年７月８日（土）、９日（日） 

② 会場 

ア 能登空港ビル、 

能登空港駐車場等(石川県輪島市三井町洲衛１０部１１番１) 

イ 日本航空学園敷地内(石川県輪島市三井町洲衛９部２７番地７) 

③ 基本的な実施事項 

ア 能登の食・物産販売 

イ ゲーム・アトラクション・ステージショー 

ウ ＡＮＡと連携した出展 

エ 地元自治体と連携した出展 

オ 記念展示(のと里山空港２０年間の歩み) 

カ その他効果的な企画 

④ 想定する来場者 

県民・観光客等 

 

〈企画提案項目〉 

項 目 記 載 内 容 

1 イベント 

内容 

(1)能登の食・物販販売の実施計画 

⚫ 出店の内容、出店者の候補、出展効果及び運営計画等を具

体的に企画提案すること。 

(2)ゲーム・アトラクション・ステージショーの実施計画 

⚫ ゲーム等の内容、出演者の候補、実施効果及び運営計画

等を具体的に企画提案すること。 

⚫ 子どもが楽しめる内容や、能登の魅力ある地域資源を活

用した内容とすること。 

(3)ＡＮＡと連携した出展の実施計画 

⚫ ＡＮＡと連携した出展の内容、出展効果及び運営計画等

を具体的に企画提案すること。 

(4)地元自治体の実施計画 

⚫ 地元自治体と連携した出展の内容、出展効果及び運営計

画等を具体的に企画提案すること 

(5)記念展示の実施計画 

⚫ 展示内容、訴求効果及び運営計画等を企画提案するこ

と。 

⚫ のと里山空港の２０年間の成果を再確認できる内容とす
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ること。 

⚫ 県民の「マイ空港」意識を高揚させる内容とすること。 

⚫ 展示物の制作に係るコンテンツは、原則として、委託者

から提供しない。 

⚫ 展示物の制作によって生じる全ての著作権は、委託者に

属するものとする。 

⚫ 受託者は、著作者人格権を行使できないものとする。 

 

[共通] 

⚫ 一過性の企画ではなく、能登地域の振興、空港利用及び

観光誘客促進の契機となるよう工夫すること。 

⚫ 出店等(イベントの出店・出展・出演)の誘致は受託者が

行うものとし、委託者は出店等に要する費用は負担しな

い。 

⚫ この企画提案の対象は、以下を除いて、イベントの計画、

準備、実施、運営管理及び報告書の作成に係る一切とす

る。 

▶ ANAの出展に係る調整 

2 会場設営 (1)会場の装飾・演出及びゾーニング計画 

(雨天等の天候対策含む) 

(2)会場内・会場周辺の動線計画及びサイン計画 

(3)安全管理計画(救護、迷子案内、警備等) 

(4)清掃・廃棄物処理計画 

⚫ イベント会場が個別のイベントの寄せ集め状態とならな

いようストーリー性や目的のあるものとし、来場者が楽し

く回遊できるものとすること。 

⚫ 来場者、特に高齢者や障害者等が快適に参加できるよ

う、休憩スペースやユニバーサルデザイン等に配慮する

こと。 

⚫ 環境対策(ＣＯ２削減、エコ、環境教育等)に配慮するこ

と。 

⚫ 来場者数を適切に試算し、必要十分な駐車場のスペース

を確保すること。 

⚫ 会場の使用条件等に合致した内容とすること。 

⚫ 使用後、会場及び会場周辺は原状回復すること(清掃・廃棄

物処理を含む。)。 

⚫ この企画提案の対象は、下記を除いて、会場設営の計画、

準備、実施、運営管理及び報告書の作成に係る一切とす

る。 

▶ 会場の予約(確認事項に係る会場との調整除く。) 
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（３）広報 

① 実施期間 

令和５年６月から７月を想定 

② 基本的な方向性及び対象(実施地域) 

メディア(テレビ、新聞、雑誌等)を活用して、のと里山空港２０年間

の成果を再確認するとともに、県民の「マイ空港」意識を高揚させ

る。［対象：県内］ 

 

例 テレビ、新聞、雑誌等において、パブリシティを実施する。 

チラシ、ポスター、のぼり旗を作成して、配布する。 等 

 

〈企画提案項目〉 

項 目 記 載 内 容 

1 広報内容 「コンセプト」及び「基本的な方向性」に基づくメッセージ発信

計画」 

⚫ メディア媒体、実施地域、配布先(チラシやポスター等)、実

施時期、演出、実施効果及び運営管理等を具体的に企画提案

すること。 

⚫ 空港利用及び観光誘客を促進するためのグッズも作成するこ

ととし、その内容、作成数、グッズ配布の効果等を具体的に

企画提案すること。 

⚫ チラシやポスター、グッズ等の制作に係るコンテンツは、原

則として、委託者から提供しない。 

⚫ チラシやポスター、グッズ等の制作によって生じる全ての著

作権は、委託者に属するものとする。 

⚫ 受託者は、著作者人格権を行使できないものとする。 

⚫ この企画提案の対象は、広報の計画、準備、実施、運営管理

及び報告書の作成に係る一切とする。 

 

４. 報告書の作成                        0 

委託業務報告書を、主催者と協議の上、作成すること。  

 

５. 著作権等の扱い                       0 

（１） 成果物に関する著作権、著作隣接権、商標権、商品化権、意匠権及

び所有権等の一切の権利（以下、「著作権等」という。）は、協議会が保

有するものとする。但し、成果物の作成時において請負者又は第三者が

著作権等を有する著作物等（以下、「既存著作物」という。）が含まれて
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いる場合、当該既存著作物の著作権等は、個々の著作者等に帰属するも

のとする。  

（２） 納入される成果物に既存著作物が含まれる場合には、請負者が当該

既存著作物の使用に必要な費用の負担及び使用許諾契約等に係る一切の

手続を行うものとする。  

 

６. 情報セキュリティの確保                   0 

請負者は、別記「石川県情報調達共通特記仕様書」及び下記の点に留意 

して、情報セキュリティを確保するものとする。  

（１） 請負者は、主催者から要機密情報を提供された場合には、当該情報

の機密性の格付けに応じて適切に取り扱うための措置を講ずること。ま

た、請負業務において請負者が作成する情報については、主催者からの

指示に応じて適切に取り扱うこと。  

（２） 請負者は、主催者から提供された要機密情報が業務終了等により不

要になった場合には、確実に返却し又は廃棄すること。また、請負業務

において請負者が作成した情報についても、主催者からの指示に応じて

適切に廃棄すること。  

  

７. 委託費用の支払い                       0 

本事業完了確認後に支払うものとする。ただし、実施状況に応じて、実行

委員会との協議により、契約金の一部を前金払いで支払うことができるもの

とする。  

 

８. その他共通留意事項                      0 

（１） 協議会は、業務実施過程において本仕様書記載の内容に変更の必要 

が生じた場合、必要に応じて双方合意の上変更することができるもの 

とする。  

（２） 受託者は、業務実施過程で疑義が生じた場合は、速やかに協議会に 

報告・協議を行うこと。  

（３） 業務実施に当たっては、業務に精通し、全体の掌握・監督を行う責 

任者を配置するとともに、協議会と逐次協議を行い、委託業務を進め 

ること。  

（４） 委託業務の全部を一括して再委託することができない。ただし、業 

務を効率的に行う上で必要と思われる業務について、協議会と協議の 

上、業務の一部を再委託することができる。また、委託業務の一部を 

再委託しようとする場合は、再委託先を県内に本店、支店、または営 
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業所がある者とすることに努めること。  

（５） 受託者が本仕様書に違反して回復の見込みがないとき、又は業務を 

完了する見込みがないときは、協議会は契約を解除して損害の賠償を 

請求することができる。  

（６） 本業務の校正は、回数の制限を設けずに実施し、協議会と協議によ 

り業務を進めること。  

（７） 新型コロナウイルス感染症の影響等により、計画に変更が生じた場 

合又は本仕様書に明記のない事項について双方協議の上、決定するこ 

ととする。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  


